
第Ⅰ部：現状と問題提起
問題提起２

「ジェンダーに基づく差別・暴力の現状
（提言３関係）」

第一部会員・大阪大学法学研究科
島岡 まな

2026年８月１日（日） 日本学術会議主催学術フォーラム「社会と学術界におけるジェンダー
平等・公正ー男女共同参画基本計画の実装とジェンダー主流化」
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ジェンダーに基づく暴力
性暴力・性犯罪：2023年刑法の性犯罪規定改正
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刑法改正後の変化
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出典：令和７年版犯罪白書（以下、同様）



DV法＆ストーカー規制法改正（ 2025年）
4



5

内閣府男女共同参画局令和７年改正法の概要 及び ストーカー規制法が改正されました！｜警察庁Webサイト

https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/e-vaw/law/pdf/r7_01.pdf
https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/e-vaw/law/pdf/r7_01.pdf
https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/e-vaw/law/pdf/r7_01.pdf
https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/stalker/kaisei/index.html
https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/stalker/kaisei/index.html
https://www.npa.go.jp/bureau/safetylife/stalker/kaisei/index.html


DV認知件数は横ばい、ストーカー事案は増加中6
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しかし、日本では、法律上のセクハラの定義も刑罰も存在しない！

ここに文字を入
力

提言3
（スライ
ド10）の
イメージ



インターネット上の性暴力

ディープフェイクポルノ
SNSの利用に起因する性犯罪
性的画像被害 etc.

（画像出典：若年層の性暴力被害予防月間 | 内閣府男女共同参画局）
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https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/jakunengekkan/about_r05.index.html
https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/jakunengekkan/about_r05.index.html
https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/jakunengekkan/about_r05.index.html


児童の性的搾取
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出典：令和7年版警察白書「特集 SNSを取り巻く犯罪と警察の取組」



提言３ ジェンダーに基づく差別・暴力の防止を、予
防、加害者処罰、被害者救済の各段階において
さらに強化するべきである。

従来の基本計画において「女性に対する暴力は重大な人権侵害であ
る」という認識の下、様々な施策・法改正が行われ、一定の成果は
あった。しかし、近年有名芸能事務所の元経営者や芸能人の性加害
ニュースが国際的にも批判され、自衛隊や検察組織等の公的機関や
民間企業・大学（研究機関）等におけるセクシュアル・ハラスメン
ト、就活セクハラ等も社会問題化している。国会や地方議会におけ
るセクハラ対策も進んでいない。女性に対する暴力の背景には女性
差別・ジェンダーに基づく差別があることを正面から認め、暴力の
予防、被害者救済、加害者処罰のために、ジェンダーに基づく差別
を包括的に禁止する包括的差別禁止法の制定も検討するべきである。
（提言要旨）
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提言３の特徴

「提言3」は何を求め、第6次男女共同参画基本計画（以
下、第6次計画）にはどこまで反映されたのか

提言3は二層構造
（１） 暴力防止施策の充実 ←従来から存在
予防
加害者処罰
被害者救済（支援）
（２）暴力の根本原因への対応 ←提言の新規性
ジェンダー差別を暴力の背景と位置付ける
包括的反差別（差別禁止）法の検討
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提言３の中
で、第6次計
画で採用さ
れた内容

12

提言3の内容 第6次計画での扱い 評価

暴力防止を重点政策とする 第6分野として採用 ◎

性犯罪・性暴力対策 採用 ◎
DV対策 採用 ◎

セクハラ対策 採用（セクハラへの罰則な
し） 〇

被害者支援 採用 ◎
ワンストップ支援 継続・充実 〇
就活セクハラ対策 一部採用 〇
包括的反差別法 採用されず ✕
ハラスメント禁止法 採用されず ✕

暴力の背景をジェンダー差別と位置付け
る理念

明示されず（「ジェンダー
に基づく暴力」との記載の
み）

✕

ワンストップ支援センターの法制化・
恒久財源 採用されず △



提言より踏み込んだ（発展した）点

第２部 政策編 「Ⅰ 男女共同参画の推進による多様な幸せ（well-
being）の実現」の中の

「第５分野 テクノロジーの進展・利活用の広がりを踏まえた男女共同参
画の推進」と「第６分野 ジェンダーに基づくあらゆる暴力を容認しない
社会基盤の形成と被害者支援の充実」において、
インターネット上の性暴力、デジタル空間での被害
ディープフェイクポルノ
 SNSの利用に起因する性犯罪
性的画像被害
※デジタル社会への対応は提言以上に発展
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採用されなかった内容
包括的反差別（差別禁止）法
暴力の原因を「ジェンダー差別」と位置付ける理念
ハラスメント禁止法
ワンストップ支援センターの法制化・恒久財源
（提言５だが、提言3にも関係するもの）セクシュアル・リプロダク
ティブ・ヘルス・ライツの保護、そのための

（提言５）包括的性教育の推進（「生命の安全教育」への言い換え←
しかし、「性」という言葉を避けながら、「性」について教えたり、
「性犯罪」防止を教えることが可能なのか？）

※（現在も行っている）施策は採用され、（課題を根本的に解決し得
る）理念・法制度は採用されなかった
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まとめ

暴力防止施策は第6次基本計画に広く反映された（従来同様）
 被害者支援・予防・加害者処罰（法改正等）はさらに充実
一方で、
ジェンダー差別を暴力の根本原因と捉える考え方
それを根本から規制する包括的反差別法による法的対応は
採用されず

※第6次基本計画は「施策中心」の計画であり、提言3が目指し
た「構造的なジェンダー差別の解消」という理念までは十分には
反映されていないことが、両者の最も大きな相違点
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結論

「政策目標や施策の方向性を示す行政計画」としての第６次
計画の性格と、「制度改革を含めた中長期的政策提案」とし
ての日本学術会議提言の性格の相違あり

※しかし、理念や施策、方向性を示し続けた30年の成
果は限定的（WEFのGGGIの低迷、性暴力の蔓延等）
⇒今こそ、抜本的制度改革の時期では？
「差別」アレルギー、「人権」アレルギーをなくす
罰則を含む禁止法（ハラスメント禁止法、包括的反差別法
等）を整備し、実効性のある根本的対策を！！
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ご清聴ありがとうございました！
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